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(百万円未満切捨て)

１．2026年３月期第１四半期の連結業績（2025年４月１日～2025年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 EBITDA※ 営業利益 経常利益
親会社株主に
帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 6,373 9.4 197 84.2 183 127.9 180 114.7 114 94.0
2025年３月期第１四半期 5,825 △2.0 107 7.2 80 175.8 84 200.9 58 －
(注)包括利益 2026年３月期第１四半期 108百万円( 56.2％) 2025年３月期第１四半期 69百万円( △22.2％)

※EBITDA＝営業利益+減価償却費+のれん償却額+株式報酬費用+退職給付費用

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第１四半期 11.05 11.05

2025年３月期第１四半期 5.70 5.70

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 7,606 2,874 36.5

2025年３月期 7,374 2,871 37.5
(参考) 自己資本 2026年３月期第１四半期 2,773百万円 2025年３月期 2,765百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 0.00 － 10.00 10.00

2026年３月期 －

2026年３月期(予想) 10.00 － 10.00 20.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 EBITDA 営業利益 経常利益
親会社株主に
帰属する当期

純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 12,200 0.1 330 28.8 300 55.0 280 40.4 244 48.7 23.77
通期 26,600 5.7 780 24.6 700 41.3 660 33.5 474 852.7 46.37

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 －社（社名） 、除外 －社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年３月期１Ｑ 10,330,469株 2025年３月期 10,330,469株

② 期末自己株式数 2026年３月期１Ｑ －株 2025年３月期 －株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期１Ｑ 10,330,469株 2025年３月期１Ｑ 10,325,669株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の
前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期連結累計期間の経営成績の概況

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1) 経営成績の状況

当社グループは「21世紀で最も感動を与えた会社になる」ことをグランドビジョンに掲げ、いかなる環境の変化

があろうとも、常に困難な課題に挑戦し、そしてその過程を楽しみ、自らの成長に繋げていくこと、このサイクル

を繰り返すことで世の中に多くの「感動」を生み出していきます。また、私たちが解決すべき社会課題は、「IT人

材の不足」であると考えています。経済産業省のIT人材需給ギャップ観測では、2030年には国内のIT人材が最大で

79万人不足すると想定されており、IT人材の育成・確保は社会課題であると同時に、魅力あるサービス・プロダク

トを提供していきたい企業の経営課題でもあります。日本のIT人材不足を解決する会社となるべくIT人材領域を中

心に事業体制を構築しております。

当社グループは子会社６社を含む全３事業で構成されており、各事業セグメントは「IT人材事業（国内）」、

「IT人材事業（海外）」、「Seed Tech事業」の３つに分類されております。

当第１四半期連結累計期間（2025年４月１日～2025年６月30日）におけるわが国経済は、個人消費の持ち直しや

雇用情勢の改善がみられるものの、物価の高騰が消費者の購買意欲に与える影響は大きく、また、海外の政策動向

により、景気の先行きについては不透明な状態が続いております。

このような状況下、当社グループは新たなグループ戦略の方針に則り、事業ポートフォリオの最適化を進めてま

いりました。当連結会計年度より、当社が培ってきたITフリーランスや国内外の社員エンジニアの活用ノウハウを

最大限活用できるIT人材領域に特化した事業ポートフォリオ構成で、事業を進めております。

ITやAI技術の活用やデジタルトランスフォーメーションの推進によって、国内のIT市場規模は今後さらに拡大す

ることが見込まれます。当社グループは、技術リソースのシェアリングやIT人材育成サービス等の従前の事業に加

えて、中小企業に向けたデジタル人材提供サービスや、ソフトウェア開発など事業領域の拡大を行い、日本のIT人

材不足を解決する会社として総合的なITソリューションサービスを提供するグループとなるべく事業体制を構築し

てまいります。

このような状況の中、当第１四半期連結累計期間の売上高は6,373,634千円（前年同期比9.4％増）、営業利益は

183,757千円（同127.9％増）、経常利益は180,815千円（同114.7％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は

114,181千円（同94.0％増）となりました。

セグメント別の業績は次の通りであります。

＜IT人材事業（国内）＞

IT人材事業（国内）におきましては、事業は好調に推移いたしました。新規取引企業数が伸長したことと、前期

末の稼働終了者数が抑制されたことが業績に寄与しました。また、ITフリーランスの平均受注単価も継続して上昇

しております。当連結会計年度は、生成AIを活用した業務効率化に重点的に取り組んでおり、情報入力工数の削減

やデータ活用の自動化など、生産性向上に繋がる各種施策を試行しながら推進しております。持続的成長のために

先を見据えた事業体制作りを進めております。

この結果、当第１四半期連結累計期間における当該事業分野の売上高は4,127,455千円（前年同期比11.7％増）、

セグメント利益は348,206千円（同17.8％増）となりました。

＜IT人材事業（海外）＞

IT人材事業（海外）は、オーストラリアでカジュアル雇用人材やフリーランスを活用したIT人材に特化した人材

関連事業を展開しているLaunch Group Holdings Pty Ltdの業績を織り込んでおります。人材派遣事業やMSP事業

（包括的な人材管理ソリューションを提供する事業）を主にシドニーとメルボルンで展開しております。当連結会

計年度は、経営体制の見直し、各固定費の圧縮、営業注力するセグメントの見直し等を行っております。

この結果、当第１四半期連結累計期間における当該事業分野の売上高は2,163,009千円（前年同期比5.6％増）、

セグメント損失は4,150千円（前年同期はセグメント損失36,830千円）となりました。
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＜Seed Tech事業＞

Seed Tech事業は、日本とフィリピンに拠点を構え、IT人材の育成を軸にした事業を行っております。オフショア

開発受託事業やフィリピンセブ島へのIT留学事業、SaaS型デジタル人材育成サービス「ソダテク」の提供など幅広

く事業展開しております。当連結会計年度より、中小企業向けデジタル人材提供サービス「DX職-デジショク-」の

提供を開始いたしました。デジタル人材不足により、DXやAIの活用が思うように進んでいない中小企業をサポート

することで、「IT人材不足」という社会課題を解決してまいります。

この結果、当第１四半期連結累計期間における当該事業分野の売上高は95,083千円（前年同期比31.0％増）、セ

グメント損失8,366千円（前年同期はセグメント損失13,625千円）となりました。

（２）当四半期連結累計期間の財政状態の概況

(流動資産)

当第１四半期連結会計期間末の流動資産の残高は前連結会計年度末と比較して284,283千円増加し、6,736,403千

円となりました。これは主に現金及び預金が218,097千円、売掛金及び契約資産が87,450千円増加したことによるも

のであります。

(固定資産)

当第１四半期連結会計期間末の固定資産の残高は前連結会計年度末と比較して52,230千円減少し、870,554千円と

なりました。これは主にのれんが9,021千円、敷金及び保証金が44,863千円減少したことによるものであります。

(流動負債)

当第１四半期連結会計期間末の流動負債の残高は前連結会計年度末と比較して303,176千円増加し、2,955,524千

円となりました。これは主に未払費用が173,702千円、預り金が117,384千円増加した一方で、未払消費税等が

85,574千円減少したことによるものであります。

(固定負債)

当第１四半期連結会計期間末の固定負債の残高は前連結会計年度末と比較して74,201千円減少し、1,777,207千円

となりました。これは主に長期借入金が66,991千円、退職給付に係る負債が5,273千円減少したことによるものであ

ります。

(純資産)

当第１四半期連結会計期間末の純資産の残高は前連結会計年度末と比較して3,078千円増加し、2,874,225千円と

なりました。これは主に利益剰余金が10,876千円増加した一方で、為替換算調整勘定が5,479千円、非支配株主持分

が2,960千円減少したことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年３月期の連結業績予想につきましては、2025年７月31日の「特別利益（新株予約権戻入益）の計上及び連結

業績予想の修正に関するお知らせ」で公表いたしました連結業績予想から変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,606,612 3,824,710

売掛金及び契約資産 2,730,763 2,818,213

仕掛品 - 225

貯蔵品 101 108

前渡金 9,930 9,848

前払費用 54,552 54,344

その他 61,167 39,182

貸倒引当金 △11,007 △10,229

流動資産合計 6,452,119 6,736,403

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,906 6,452

車両運搬具（純額） 109 97

工具、器具及び備品（純額） 3,099 2,884

リース資産（純額） 11,232 7,899

有形固定資産合計 21,348 17,334

無形固定資産

のれん 282,685 273,663

顧客関連資産 356,235 350,231

その他 1,176 1,405

無形固定資産合計 640,096 625,300

投資その他の資産

投資有価証券 25,895 30,145

敷金及び保証金 134,113 89,249

長期前払費用 6,677 5,211

繰延税金資産 30,195 41,147

その他 64,458 62,164

投資その他の資産合計 261,339 227,919

固定資産合計 922,784 870,554

資産合計 7,374,904 7,606,957
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,247,765 1,249,134

未払金 205,181 202,523

未払費用 301,201 474,903

短期借入金 40,610 87,931

１年内償還予定の社債 26,000 26,000

１年内返済予定の長期借入金 269,744 268,992

リース債務 67,468 42,475

未払法人税等 23,404 84,694

未払消費税等 318,731 233,157

契約負債 53,185 70,292

預り金 78,483 195,867

その他 20,570 19,550

流動負債合計 2,652,347 2,955,524

固定負債

社債 27,000 22,000

長期借入金 1,687,298 1,620,307

リース債務 21,989 17,674

繰延税金負債 84,049 90,920

退職給付に係る負債 18,573 13,299

資産除去債務 1,857 1,861

その他 10,640 11,143

固定負債合計 1,851,408 1,777,207

負債合計 4,503,756 4,732,731

純資産の部

株主資本

資本金 1,112,363 1,112,363

資本剰余金 1,062,306 1,062,306

利益剰余金 502,712 513,589

株主資本合計 2,677,382 2,688,259

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △2,696 214

為替換算調整勘定 90,855 85,376

その他の包括利益累計額合計 88,159 85,590

新株予約権 76,664 74,394

非支配株主持分 28,942 25,982

純資産合計 2,871,147 2,874,225

負債純資産合計 7,374,904 7,606,957
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

売上高 5,825,129 6,373,634

売上原価 4,995,825 5,427,155

売上総利益 829,304 946,479

販売費及び一般管理費 748,676 762,721

営業利益 80,627 183,757

営業外収益

受取利息 517 763

業務受託収入 5,500 -

受取賃貸料 1,816 1,821

為替差益 402 -

保険解約返戻金 - 4,590

その他 164 796

営業外収益合計 8,400 7,972

営業外費用

支払利息 4,822 9,756

為替差損 - 787

社債利息 - 103

その他 - 266

営業外費用合計 4,822 10,913

経常利益 84,205 180,815

特別利益

新株予約権戻入益 - 2,270

特別利益合計 - 2,270

税金等調整前四半期純利益 84,205 183,085

法人税、住民税及び事業税 22,337 76,529

法人税等調整額 10,665 △5,954

法人税等合計 33,003 70,575

四半期純利益 51,202 112,510

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △7,664 △1,670

親会社株主に帰属する四半期純利益 58,866 114,181
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

四半期純利益 51,202 112,510

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,650 2,910

為替換算調整勘定 19,987 △6,768

その他の包括利益合計 18,337 △3,858

四半期包括利益 69,539 108,652

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 71,737 111,612

非支配株主に係る四半期包括利益 △2,198 △2,960
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注１)

合計
調整額
(注２)

四半期
連結損益計算書

(注３)
IT人材
事業

（国内）

IT人材
事業

（海外）

Seed Tech
事業

計

売上高

外部顧客への
売上高

3,691,079 2,048,574 70,649 5,810,302 14,827 5,825,129 - 5,825,129

セグメント間
の内部
売上高又は振
替高

3,150 - 1,920 5,070 - 5,070 △5,070 -

計 3,694,229 2,048,574 72,569 5,815,372 14,827 5,830,199 △5,070 5,825,129

セグメント利益
又は損失(△)

295,536 △36,830 △13,625 245,080 △9,218 235,861 △155,234 80,627

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ギークス㈱のx-Tech事業を含んで

おります。

２ セグメント利益又は損失の調整額△155,234千円には各報告セグメントに配分していない全社費用158,234千

円及びセグメント間消去取引3,000千円が含まれております。

３ セグメント利益又は損失の合計額と調整額の合計は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っておりま

す。

２．主要な地域別の売上高に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

その他 合計IT人材
事業

（国内）

IT人材
事業

（海外）

Seed Tech
事業

計

売上高

国内（日本） 3,691,079 - 70,649 3,761,728 14,827 3,776,555

豪州 - 2,048,574 - 2,048,574 - 2,048,574

外部顧客への売上高 3,691,079 2,048,574 70,649 5,810,302 14,827 5,825,129

(注) 外部顧客への売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。
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当第１四半期連結累計期間(自 2025年４月１日 至 2025年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注１)

四半期
連結損益計算書

(注２)
IT人材
事業

（国内）

IT人材
事業

（海外）

Seed Tech
事業

計

売上高

外部顧客への
売上高

4,117,462 2,163,009 93,163 6,373,634 - 6,373,634

セグメント間
の内部
売上高又は振
替高

9,993 - 1,920 11,913 △11,913 -

計 4,127,455 2,163,009 95,083 6,385,547 △11,913 6,373,634

セグメント利益
又は損失(△)

348,206 △4,150 △8,366 335,689 △151,932 183,757

(注) １ セグメント利益又は損失の調整額△151,932千円には各報告セグメントに配分していない全社費用158,232千

円及びセグメント間消去取引6,300千円が含まれております。

２ セグメント利益又は損失の合計額と調整額の合計は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っておりま

す。

２．主要な地域別の売上高に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

IT人材
事業

（国内）

IT人材
事業

（海外）

Seed Tech
事業

計

売上高

国内（日本） 4,117,462 - 93,163 4,210,625

豪州 - 2,163,009 - 2,163,009

外部顧客への売上高 4,117,462 2,163,009 93,163 6,373,634

(注) 外部顧客への売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

前連結会計年度において「その他」に含まれていたx-tech事業について、2025年３月31日付で当該事業を事

業譲渡したことに伴い、当第１四半期連結累計期間より「その他」の区分を廃止しております。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次の

通りであります。

前第１四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

減価償却費 23,742千円 10,396千円

のれん償却費 ―千円 9,021千円


